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　コンテナ船の大型化に対応し、コンテナの積み下ろし作業が迅速化するガントリークレーンの供用が
開始され、平成31年１月９日に式典が開催されました。
　式典では関係者約60名が供用開始を祝福され、コンテナを吊り上げるデモンストレーションが行わ
れました。
　ガントリークレーンは高さ53ｍ、海側に伸びるアームの長さは約33ｍで、１時間あたりの処理能力
は既存の多目的クレーンのほぼ２倍の20Ｆコンテナ約40個になりました。
　また、多目的クレーンでは横６列積載のコンテナ船までしか対応できなかったものが、ガントリーク
レーンでは横10列積載の大型コンテナ船の対応が可能になりました。
　今後、荷役時間の短縮による利便性向上や競争力強化、取扱貨物量の拡大が期待されます。

ガントリークレーン供用開始
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浜田港に初の外国クルーズ客船が入港しました

寄港日 入港 出港
寄港船舶

前港 次港 岸壁
船名 総トン数 全長 乗客定員

７月７日㈰ 10：00 19：00 コスタ・ネオロマンチカ 57,150t 220.62ｍ 1,800人 金沢 釜山 福井３号
８月４日㈰ 10：00 19：00 コスタ・ネオロマンチカ 57,150t 220.62ｍ 1,800人 金沢 釜山 福井３号

【平成31年度　クルーズ客船寄港予定】

　平成30年５月23日、７月８日、10月10日に外国籍で初めての大型クルーズ船「コスタ・ネオロマ
ンチカ」（５万７千トン、乗客定員1,800人）が寄港しました。
　５月23日の初入港歓迎セレモニーでは久保田章市浜田港振興会会長（浜田市長）より記念品が贈呈
されました。
　おもてなしとして、石州浜田太鼓や「ゆるキャラ」でのお出迎え、紙すき等の「体験コーナー」の設
置、お見送りでの地元中学生・高校生による吹奏楽演奏等を行いました。
　オプショナルツアーでは、浜田市内や石見銀山、津和野等に出向かれ、石見地区の観光を満喫されま
した。
　また、外国人観光客の満足度を高める為の試みとして、通訳の配置やクレジットカード決済の導入、
クルーズスタンプの設置や無料Ｗｉ-Ｆｉの設置を行いました。
　平成31年度は引き続き「コスタ・ネオロマンチカ」が２回ほど浜田港寄港を予定しています。
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コンテナ貨物の創出に向けた取組を支援しました

浜田港へのアクセス改善が進んでいます

コンテナ取扱量が過去最高を更新

　コンテナ貨物の拡大に向けて、浜田港からの
輸出入案件発掘から継続的輸出入に至るまでを
一貫して行う活動に対し、その経費の一部を補
助する「浜田港創貨対策事業補助金」を創設し
ました。
　今年度は、補助金の公募・審査を行った結果
２件の事業を採択しました。採択した事業では
商品の輸出に向けて現地を訪問し、商談や市場
調査が行われました。
　今後、輸送実験や販売促進活動等が行われ、
浜田港からコンテナ貨物として輸出されること
が期待されます。

　島根県東部の出雲市と、西部の大田市をつな
ぐ「山陰自動車道多伎・朝山道路」が平成31年
３月17日に開通し、同日に島根県江津市浅利町
から渡津町をつなぐ「県道浅利渡津線」が開通
しました。
　平成30年３月には浜田港インターと浜田港を
結ぶ「浜田港臨港道路福井４号線」が開通して
おり、浜田港まで道路整備が進んでいます。
　道路が整備されることにより、移動時間の短
縮や事故リスクの軽減等が期待されます。

　平成30年度の定期コンテナ船の貨
物取扱量が過去最高の3,777ＴＥＵ
（20Ｆコンテナ換算）を記録し、最多
だった平成29年度の3,604ＴＥＵを
上回りました。
　平成13年の航路開始以来、福井上
屋や、臨港道路福井４号線の完成等に
よる浜田港の利用環境が飛躍的に改善
されています。
　浜田港では今後も利便性やサービス
向上に努力してまいりますので、引き
続きご支援とご協力をよろしくお願い
致します。
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コンテナ航路

平成30年浜田税関支署管内貿易統計（速報値）発表

総コンテナ取扱貨物量実績

■南星海運

■長錦商船

※平成31年３月現在

※平成31年３月現在

資料：浜田税関支署

※数字は実入りコンテナ　資料：浜田港振興会

船会社 南星海運株式会社（NAMSUNG SHIPPING CO.,LTD）

寄港日
（寄港地）

毎週木曜日
釜山新㈮→釜山㈰→門司㈰→伊予三島㈪→大竹㈫→広島㈫→水島㈬→浜田㈭→釜山新㈮

サービス 韓国釜山でのトランシップにより世界各国と接続

運航会社 長錦商船株式会社（SINOKOR SEIHON CO.,LTD）

寄港日
（寄港地）

毎週火曜日
釜山㈰→釜山新㈪→浜田㈫→境港㈬→舞鶴㈭→金沢㈮→敦賀㈯→釜山㈰

サービス 韓国釜山でのトランシップにより世界各国と接続

　平成30年（１月～12月）の浜田税関支署管内の貿易総額（速報値）は412億１千９百万円（前年比
96.7％）で、前年の実績を13億９千８百万円下回りました。
　輸出入別では、輸出が24億８千２百万円（同88.8％）で３億１千３百万円の減少、輸入が387
億３千７百万円（同97.3％）で10億８千６百万円の減少。輸出入の差引額は362億５千５百万円の入
超でした。

　平成30年度（平成30年４月～平成31年３
月）の実績は、過去最高の3,777ＴＥＵ（前年比
104.8％）でした。内訳は、輸出1,798ＴＥＵ（同
102.5％）、輸入1,979ＴＥＵ（同107.0％）で
した。
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総コンテナ取扱貨物量

平成27年度 平成28年度 平成30年度

単位（TEU） 輸入 輸出

2,482

1,670

812

1

1

成27年度

8 9

成28年度

3,604

1,849

1,755

平成29年度

1

1

成29年

1

3,777

1

成30年


